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 要 旨 

目的： 

アルコール依存症（AD）は遺伝する可能性が高い精神神経疾患である。多くの研究で（遺

伝子クラスタ ANKK1/DRD2 に位置する）Taq1A 多型と AD との関連が分析されている。本研

究では 2012 年 8 月までに発表された 61 の症例対照研究、18,000 人を越える対象者に対

し、AD のリスクと Taq1A 多型との関連を検証するために大規模なメタ分析を実施した。

 

方法と結果： 

メタアナリシスにより Taq1A 多型と AD 感受性の間の対立遺伝子、遺伝子型の両方の関

連を検討した（対立遺伝子：P（Z）=1.1×10（-5）, OR=1.19; 遺伝子型：P（Z）=3.2×

10（-5）, OR =1.24）。この関連は Trim and fill 法を用いて出版バイアスを調整した後

も有意であった。感度分析により、Taq1A 多型の AD リスクに対する影響の大きさは中程

度であり、個々の研究によって影響を受けないことが示された。発表された研究を用い算

出されたプール化オッズ比は発行年とともに減少したが、2001 年後以降は安定化した。

サブグループ解析によって、出版バイアスには人種由来の祖先の影響の可能性があること

が示された。 

 

結論： 

この大規模なメタアナリシスによって、Taq1A 多型と AD に関連があることが検証され

た。今後の研究では、AD における ANKK1/DRD2 Taq1A 多型の機能的意義の検討が求められ

ている。 

 

 

 

 

 

 


